
TECHNICAL NOTICE SIMPLE	 D0021800D (240924) 1



TECHNICAL NOTICE SIMPLE	 D0021800D (240924) 2



TECHNICAL NOTICE SIMPLE	 D0021800D (240924) 3



TECHNICAL NOTICE SIMPLE	 D0021800D (240924) 4



TECHNICAL NOTICE SIMPLE	 D0021800D (240924) 11

JP
本取扱説明書 (テキストおよび図) は、この製品の正しい使用方
法のみを説明するものです。 
警告は、製品の使用に関連して最も起こりやすい誤使用を示して
いますが、全ての誤使用を想定し説明することはできません。最
新の情報や、その他の補足情報等は Petzl.com で参照できます
ので、定期的に確認してください。 
警告および注意事項に留意し、製品を正しく使用する事は、ユー
ザーの責任です。本取扱説明書に正確に従わない場合、重度の
傷害や死につながる危険があります。疑問点や理解しにくい点
がある場合には、ペツルにお問合せください。

1.用途
ケイビング用下降器です。 
EN 15151-2:2012 タイプ 1 適合。 
ブレーキ調節機能を持たない懸垂下降用器具です。 
本製品の限界を超えるような使用をしないでください。ペツルの
取扱説明書に記載されている以外の目的では、本製品を使用し
ないでください。

責任
警告 
この製品が対象としているアクティビティは本質的に危険で
あり、墜落、落下物や環境上の危険により、重度の傷害や死
につながる危険があります。 
ユーザー各自が自身の行為、判断、および安全の確保につい
てその責任を負うこととします。
使用する前に必ず: 
- 本製品および併用する全ての用具の取扱説明書をよく読み理
解してください。 
- 本製品および関連用具の使用方法、またこれらを使用する活動
におけるリスク管理方法について、それに特化したトレーニング
を受けてください。 
- この製品の機能とその限界について理解してください。 
- この製品を使用する活動に伴う危険について理解してくださ
い。
全ての取扱説明および警告に従わない場合、重度の傷害や
死につながる場合があります。
この製品は使用方法を熟知していて責任能力のある人、あるい
はそれらの人から目の届く範囲で直接指導を受けられる人のみ
使用してください。 
ユーザー各自が自身の行為、判断、および安全の確保について
責任を負い、またそれによって生じる結果についても責任を負う
こととします。各自で責任がとれない場合や、その立場にない場
合、また取扱説明書の内容を理解できない場合は、この製品を
使用しないでください。

2.各部の名称
(1) 可動サイドプレート、(2) セーフティキャッチ、(3) 固定サイド
プレート、(4) 上部シーブ、(5) 下部シーブ、(6) 軸、(7) アタッチメン
トホール、(8) ピン 
主な素材: アルミニウム合金、ステンレススチール、ナイロン

3.点検のポイント
器具の状態は、ユーザーの安全に大きく関係します。 
ペツルは、少なくとも 12 ヶ月ごとに詳細点検を行うことをお勧
めします。警告: 使用頻度によっては、より頻繁に個人用保護具 
(PPE) を点検する必要があります。Petzl.com で説明されている
方法に従って点検してください。結果は PPE 点検フォームに記
録してください。
毎回、使用前に
サイドプレート、シーブ、アタッチメントホール、軸、リベットに変
形、亀裂、傷、摩耗、腐食がないことを確認してください。セーフテ
ィキャッチの状態に問題がなく、正しく機能することを確認してく
ださい (スプリングの動き、ゲートが完全に閉まること)。
スペアパーツ
摩耗した上部または下部シーブは、別売の POULIE ALU 
D004BA00 と交換してください。
使用中の注意点
この製品および併用する器具 (連結している場合は連結部を含
む) に常に注意を払い、状態を確認してください。全ての構成器
具が正しくセットされていることを確認してください。 
警告: ブレーキの効き具合は、ロープの状態と使用状況 (例: 直
径、滑りやすさ、磨耗、汚れ、雨、湿気、氷) によって変わります。 
全てのロープにおいて、使用前にブレーキの効き具合に慣れて
おく必要があります。

4.適合性
この製品がシステムの中のその他の器具と併用できることを確
認してください (併用できる = 相互の機能を妨げない)。
ロープ
図４を参照してください。 
ロープの直径の公称値は最大で 0.2 mm の公差があります。ロ
ープの直径およびその特徴は、使用状況によって変化します。
コードおよび特殊コード
下降期 SIMPLE は、EN 15151-2 規格の範囲外での使用におい
て、コード SEGMENT および CAVING LINE と併用可能です。これ
らのコードおよび特殊コードを使用する際は、たるみおよび落
下の危険を最小限に抑えて使用する必要があります。コードの取
扱説明書を確認してください。
コネクター
SIMPLE には、ハーネスへの連結および追加のブレーキ用に 
FREINO Z を併用することを推奨します。ハーネスへの連結およ
び追加のブレーキ用に他のカラビナを使用する場合は、特にセ
ーフティキャッチが適切に機能することを確認するためのテスト
を行ってください。

5.SIMPLE の取り付け
可動サイドプレートを開け、固定サイドプレートのアタッチメン
トホールに FREINO Z を取り付けてください。器具に描かれてい
るアイコンの方向に従って、ロープをシーブの周りにセットしま
す。可動サイドプレートを閉じ、ゲートが完全に閉まっていること

を確認してください。FREINO Z のブレーキングスパーにロープ
を通してください。ロープをセットした時は毎回、ロープの向きを
確認してください。
ブレーキ用カラビナとの併用:
ブレーキ用カラビナはハーネスではなく、SIMPLE のカラビナと
連結する必要があります。
CAVING LINE - SEGMENT
警告: CAVING LINE および SEGMENT で十分なブレーキを得る
には、異なる方法で下降器にセットする必要があります。図を参
照してください。

6.下降
末端側のロープを握ったまま、ゆっくりとロープを流してくださ
い。
必ず FREINO Z のブレーキングスパーまたは同様の補助ブ
レーキシステムにロープを通してから下降を始めてください。
下降中、条件によっては (例: ロープが汚れ滑りが悪い、ユーザー
が傾斜の緩い岩にいてシステムへの荷重が軽い)、FREINO Z か
らロープを取り外すことが可能です。
警告: 細いまたは滑りやすいロープを使用して SIMPLE に 
FREINO Z またはブレーキ用カラビナを取り付けずに使用し
た場合、ロープを引く手により下降器が反転し、下降のコンロ
トールを完全に失う恐れがあります。

7.両手を放して停止する方法
タイオフしていない状態では、末端側のロープから手を離さな
いでください。
CAVING LINE - SEGMENT
警告: CAVING LINE および SEGMENT で十分なロックを得るに
は、結び目が異なっている必要があります。図を参照してくだ
さい。

8.補足情報
長期間保管していた場合や器具が古くなった場合は、可動部
分 (サイドプレート、セーフティキャッチ) が動かなくなるおそれ
があります。 
- 取扱説明書は、製品と一緒にユーザーの手に届かなければな
りません。また、取扱説明書は製品が使用される国の言語に訳さ
れていなければなりません。 
- 取扱説明書は、用具から取り外した後も参照できるように、永
久保存してください。
廃棄基準:
警告: 極めて異例な状況においては、１回の使用で損傷が生じ、
その後使用不可能になる場合があります (例: 劣悪な使用環境、
海に近い環境での使用、鋭利な角との接触、極端な高 / 低温下
での使用や保管、化学薬品との接触)。 
以下のいずれかに該当する製品は以後使用しないでください: 
- 耐用年数を経過した。 
- 大きな墜落を止めた、あるいは非常に大きな荷重がかかった。 
- 点検において使用不可と判断された。製品の状態に疑問が
ある。 
- 完全な使用履歴が分からない (例: 判読できない製品のマー
キング)。 
- 変更や変化により使用には適さないと判断された (例: 法律、規
格、技術、他の器具との併用に適さない)。 
このような製品は、以後使用されることを避けるため廃棄して
ください。
アイコン: 
A.耐用年数 (特に設けていません) - B.使用温度 - C.使用上
の注意 - D.クリーニング - E.乾燥 - F.保管 / 持ち運び - G.メン
テナンス - H.改造 / 修理 (パーツの交換を除き、ペツルの施
設外での製品の改造および修理を禁じます) - I.問い合わせ

３年保証
原材料および製造過程における全ての欠陥に対して適用されま
す。以下の場合は保証の対象外とします: 通常の磨耗や傷、酸化、
改造や改変、不適切な保管方法、メンテナンスの不足、事故また
は過失による損傷、不適切または誤った使用方法による故障。

警告のマーク
1.重傷または死につながるおそれがあります。2.事故や怪我につ
ながる危険性があります。3.製品の機能や性能に関する重要な
情報です。4.してはいけない内容です。

トレーサビリティとマーキング
a.トレーサビリティ: データマトリクスコード - b.直径 - c.個別番
号 - d.製造年 - e.製造月 - f.ロット番号 - g.個体識別番号 - h.規
格 - i.取扱説明書をよく読んでください - j.モデル名 - k.ロープの
方向 - l.軸のマーキング
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